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1．館山の概要（風土、歴史、名所、産業）

概要 位置 北緯34°59’ 東京湾の入り口 旧海軍砲台跡、赤山地下壕跡
東経139°52’ 洲崎灯台、
標高0～184m(大山)

気候 温暖湿潤気候 特に伊戸(取水サイト）は首都圏とは思えない暖かさ ◎
外洋に面し海洋深層水取水サイト

人口 4.7万弱 首都圏外の地方都市（開発から除外されてきた）
資源 富士山の眺望 富士山から伊豆七島まで

沖ノ島
270°海 洲崎の先端 ◎

交通 車 東京から車で90分、バス 110～150分
電車 東京から
船便 不定期（館山港，館山夕日桟橋）

歴史 太古は黒潮に乗って縄文人 鉈切洞穴
近世は半島の交流 忌部氏
館山城 里見家（1,456～1,614）

南総里見八犬伝(1,814)
寺院 那古寺（創建 伝・717年（養老元年），開基 伝・行基 ◎

鶴谷八幡宮（安房国総社，創建 平安初期）
青木繁 「海の幸」の舞台

気候 房総フラワーライン 1月に菜の花
アロハガーデン館山 熱帯、亜熱帯の植物園、動物園
館山ファミリーパーク 四季の花、ポピー100万本

産業 漁業 鮮魚 寿司 海産物
農業 花 ストック イチゴ ビワ 菜の花 ◎
観光 温泉
民芸品 団扇 唐棧織(インド)

海洋深層水（将来）
発電 改良OTEC
根域冷却農法 都市野菜
養殖 エビ、アワビ、カキ
海藻栽培 海ブドウ
タラソテラピー、足湯 医療、健康 ◎
情報発信 館山海洋深層水研究所
データセンター
Cool Tokyo project ◎

【参考】 館山市英語版ホームページ（English Page）　Welcome to Tayeyama! 
館山市英語版パンフレット『Tourist Guidebook TATEYAMA』

項目 注記

海の幸　青木繁画  明治37年（1904）

取水サイトからの富士

伊豆七島　長谷川晋吉画　弘化3年（1846）　近藤記念海事財団文庫2712



2．取水ポイント
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調査会社

調査年月

図 名

調査場所

調査件名

株式会社 中央測建

海底地層調査
館山深層水事業に係わる

千葉県館山市伊戸漁港沖

図面番号 縮尺

平成18年1月平成17年11月

V=1：500
H=1：5,000

地形断面図(ルート1)

凡 例

砂堆積部分



3．地質
(1)大陸の変遷過程と、房総半島の地質
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(2)世界の形成過程（パンゲアの分裂→ユーラシアプレート） (3)アジアの形成過程

　ユーラシア大陸縁に海溝が生じ、周辺の陸塊が
　合流していく
　日本列島の断片はイザナギプレート上海山にあり、
　大陸に接すると隆起、付加体がついて行く

1億3000年前、イザナギプレートの北上に伴い、
ユーラシア大陸、周縁部の付加体にも横ずれ断層が
生ずる（現在の中央構造線とその延長部）

　6500万年前
インドがアジアに向かい、
オーストラリアは南極から分離
現在の配置に近づきつつある

2億5000万年後
地中海はなくなり、
ユーラシアはアフリカ、南北米国大陸と一体化
オーストラリアと南極は一体化
日本は正確に描かれていない
約1億年で太平洋の島々は日本にたどり着く

2億5000万年前、パンゲア超大
陸の分裂が始まる

2億年前、ローラシア大陸、ゴン
ドワナ大陸の分裂が始まる

1億4300万年前、ユーラシア大陸と
アフリカ大陸の分裂が始まる
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(4)日本列島の形成過程 ① 13,000万年前

② 7,000万年前

⑧ 2,500万年前

⑨ 1,900万年前

⑩ 1,700万年前
日本海は拡大し始めました。
⑪ 1,450万年前

⑫ 800万年前

⑬ 500万年前

⑭ 1.8万年前
氷河期の最後の寒冷な時は、海水面は現在よ
りも120mほど低下し、日本は大陸と陸続き、日
本海は閉ざされた海となった。その後、氷河期
の終了とともに海面が上昇し、日本は大陸から
離れ現在の形となる。
日本列島の形状も100万年～1000万年後には
変わっている。

フィリッピン海プレートに押され伊豆小笠原島
弧も北上

オホーツク海も拡大し千島弧ができ始めまし
た。また日本海の拡大は完了し、西南日本は
時計方向に回転、東北日本は反時計方向に
回転したことで日本列島は折れ曲がり、その折
曲がり部が陥没しました。これがフォッサマグナ
です。この時点では、東北日本はほぼ水没し
ておりました。

東日本が隆起し始め、カルデラの活動が盛ん
になりました。千島弧の前部が北海道に衝突
し、日高山脈を隆起させて行きました。

5百万年前になると伊豆・小笠原弧の前部が本
州へ衝突し伊豆半島が形成されました。

アジア大陸の東端部で横ずれ運動が起り、東
北日本や九州中部等がイザナギプレートに
乗って北上

太平洋側の北上が終了し日本列島の原型とな
る。日本列島の上部側と移動してきた下部側
のつなぎ目が中央構造線
中央構造線から大陸側では活発な火山活動
により花崗岩が貫入

大陸の縁が割れ始め地溝帯が形成され、そこ
に湖水群や三角州ができ石炭も、堆積されま
した。これが日本海の元祖になります。北では
東北海道付加体をもつ、オホーツク地塊が衝

①13,000万年前

②7,000万年前
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(5)日本列島100万年単位での変形
伊豆半島 関東平野

窪地は後に沖積平野
海進、海退で低地部は海と陸を繰り返す

300年前に日本列島に衝突
（2000万年前から、太平洋プ
レートの沈み込み帯が日本列
島に現れ折れ曲がっている
フォッサマグナに侵入する）

関東は中央構造線の外帯であったが、
2500万年前、日本海ができる時に破砕、大
きく（3000m～4000m）沈み込み。沈まな
かったところは関東山地、銚子、館山

伊豆半島は赤道付近から1億年
前に日本に向かう

100万年前から、陸地（中央構
造線内帯、外帯）が隆起、褶
曲、火山噴火など

①洪積世中期（1～200万年前）

②13万年前

③2万年前

④6,000年前
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(6)日本列島の地体 (7)関東、房総半島の地質（地震への影響）

日本列島の形成過程が解ると日本全体的な地質分布の想定ができると共に、各地域の地質に納得がいく。
館山は四万十帯（中生代白亜紀）に属し、現地の海岸は砂岩と泥岩の互層になっている。
年代は新しく、第三期中新世の西岬層になる。（固い岩盤で断層はない）

基岩のコンタ図
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(8)伊戸の海岸段丘

浸食性の低地は，洲崎周辺及び布良から南千倉にかけて，波食棚が発達する海岸沿いを
幅１ km程度で縁取るように分布する．丘陵とは急峻な旧海食崖で境され，その内縁高度
は最高で標高約３０ m に及ぶ．そこから現海岸線に向かって海成段丘がひな段状に発達
する．段丘は４つのレベルに大別される．中田ほか（１９８０）は，これらを高位から沼Ⅰ～Ⅳ
面と呼び，各離水年代を７,１５０ calyBP，４,９５０ cal yBP，２,９５０ cal yBP，AD１７０３と推定
している（第１. ２図）．各段丘面の境界付近はさらに数段に細分される（茅根・吉川，１９８
６）ことから，地質図付図の完新世段丘面区分図及び地形断面図では，広い面とその前面
の細かい段を合わせて，高位から沼Ⅰ面群，沼Ⅱ面群，沼Ⅲ面群と呼んでいる．沼Ⅳ面は
１７０３年元禄地震時に離水しており，元禄段丘とも呼ばれる．その下位には１９２３ 年関東
地震時に離水した大正ベンチと呼ばれる離水波食棚が分布する．

←写真が古いため、海岸沿いの市道　　　　　　ができていない。

館山太陽熱温度差発電計画

鏡ケ浦東京湾三浦半島

洲崎へ

平砂浦へ

大山

伊戸漁港へ

（イメージ図：実際とは異なります）

冷却水温排水

G

ダイボ（伊戸漁協直営食堂）

発電所
（1,000kW）

反射板(12ha)
レシーバー

取水管(トンネル)

送水管（埋設）

館山海洋深層水研究所

(多段利用施設)

取水ピット

貯水池（地下）

相模トラフの地震周期

海岸段丘断面図

館山市 西川名 伊戸 付近における海岸段丘　宍倉正展

12




